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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人電気

学会（IEEJ）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正す

べきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。 

これによって，JIS C 2501:1998 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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永久磁石試験方法 

Methods of test for permanent magnet 

 

序文 

この規格は，2015 年に第 3 版として発行された IEC 60404-5 を基とし，必要な規定項目を追加するため，

構成を変更して作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。変更の一

覧表にその説明を付けて，附属書 JC に示す。また，附属書 JA 及び附属書 JB は，対応国際規格にはない

事項である。 

この規格では，2 MA/m を超える保磁力をもつ永久磁石材料の保磁力測定には IEC TR 62331[1]に規定す

る方法を用いることを規定している。また，測定環境温度は 23 ℃±5 ℃を既に推奨しているが，磁気特性

の温度係数の大きい永久磁石材料については，±1 ℃の測定環境温度の設定を強く推奨している。 

 

1 適用範囲 

この規格は， 磁束密度，磁気分極及び磁界強度の測定方法，並びに体積全体にわたって均質とみなすこ

とができる磁性材料の減磁曲線及びリコイル線を定義する方法について規定する。 

磁気測定装置の性能は，永久磁石の磁気特性に依存するだけではなく，装置の寸法，空隙及び磁気回路

の他の寸法にも依存する。この規格で規定する方法は，閉磁気回路における磁気特性の測定である。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

IEC 60404-5:2015，Magnetic materials－Part 5: Permanent magnet (magnetically hard) materials－

Methods of measurement of magnetic properties（MOD） 

なお，対応の程度を表す記号“MOD”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“修正している”

ことを示す。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

IEC 60050-121，International Electrotechnical Vocabulary－Part 121: Electromagnetism 

IEC 60050-151，International Electrotechnical Vocabulary－Part 151: Electrical and magnetic devices 

IEC 60050-221，International Electrotechnical Vocabulary－Part 221: Magnetic materials and components 

 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，IEC 60050-121，IEC 60050-151 及び IEC 60050-221 によるほか，

次による。 


